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●このたびは、 当社製品、 清水用水中ポ
ンプをお買い上げ頂き誠に有難う ご ざ
います。

●この取扱説明書には、 正し く 安

全

にご
使用いただ く ための注意事項が記載さ
れています。 ご使用になる前に必ず本
書をお読みにな り 、 使用方法 をご理解
く ださい。 （誤った使用方法は事故・ケガ
の原因となります。 ）

●取扱説明書は、 何時でも見られる よ う
に大切に保管して く ださい。
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電虚4忠｛代；�
〈各部の名称〉

FT-525·625 
ハ ンドル

電源コ ード
銘板ラベル

開梱すると本体と次の様な部品が入っています。

全

て揃っているか確認してください。

｀ 
〈付属品〉

◎ アース線
タケノコニップル 1本

芦悶謬悶悶）り富｀ク／
25mmX15mm I 25mm アース棒

各1個 1個 1本

鬱ガソプリ ング
25mm 1個

◎
 

ホースバ ンド

腐悶霜25mm用）
各1個

〈性能曲線〉
8 

6

4

2

 

全
揚

程

(

m

▲

 

〈外形寸法図〉

120 

〈仕様〉
機 種 名 FT-525 | FT-625 
周 波 数 SOHz | 60Hz 

ポ 口 径 25mm (1 ") 

ぅ
全 揚

程

5.Sm | 6.5m 
最大吐出量 80L/min 
電 圧 AC-lOOV 

モ 定格電流 2.8A | 2.6A 

↓ 
I 

出 力 100W | 115W 
消費電力 250W 
電源コ ー ド 0.75mm次6m

電気代目安 4.8円
本 体重量 4.5kg 

この仕様は改良などにより、 予告なく変更されることがあります。
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電-叫晒＂＂：
田確認事項

SOHz 
1．ポンプの型式・ロ径・周波数・電圧等に間違いはないかを確認してください（銘板参照）。

特に周波数・ 電圧が異なりますと、ご使用になれませんのでこ‘注意ください。
0 ぶ

◇ 
ジ60Hz 

2.電源に電源コー ドを接続する前にアース線（緑色）は、必ず接地（アース）してください。
万ーの漏電事故を未然に防ぐ為に漏電遮断器が付いています。

漏電遮断器とアースの取り付け方

（万＿の漏電や感電事故防止のために必ず行ってください。）

［電源コンセントのアース端子に接続する場合］

①コ ンセ ントのアース端子に漏電遮断器のアースクリップ（電源コ ードプラグのアースクリップ）
を確実に取り付けてください。

△注意I漏電遮断器はアース接続しないと感知しませんのでご注意ください。

ア ース端子

ア ースク リ ッ プ
ア ース線

アース線
図①亡ーて

約30mm

図② 

: 
ス端子

② アースクリップによる取り付けが不安定な時は、 アース線からクリップ部を切り取りアース
線先端を約30mmむき出してください。 （図①参照） その際、 芯線を傷つけないようにして
ください。 折れることがあります。アース線の芯線をコ ンセ ントのアース線に巻きつけて、
確実に固定してください。 （図②参照）

③ 漏電遮断器動作確認

＆注意I漏電遮断器は月に1回

程

度動作確認テストを行ってください。
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こ‘使用になる前に

漏電遮断器とアースの取り付け方つづき

（万一の漏電や感電事故防止のために必ず行ってください。）

漏電表示

嘉
テストボ タ ン（切） ①

漏電表示灯

畠

①プラグをコ ンセ ントに差し込み漏電遮断器
のテストボタ ン（切） を押してください。
漏電表示灯が点灯すれば正常です。

漏電遮断器は、 防水仕様ではありません。水がかからないようにしてください。
漏電遮断器に水がかかってしまいポンプが動かなくなった場合は、 漏電遮断器を日光
に当てよく乾燥させてください。 漏電遮断器を乾燥させてもポンプが動かない場合は、
漏電遮断器を交換してください。（サー ビス工場での修理をおすすめします。）

②リセットボタ ン（入） を押すと漏電
表示灯が消え、ご使用できます。

［アース付コンセントでない場合］

アース工事は、 電気工事技術者にもとづいて、 電気工事士が行
てください。必ず、第3種接地工事を行ってください。（第3種接
工事について： 接地抵抗計でコ ンセ ントと大地アース間を測定
たときに抵抗が 500 オーム以下であることを確認してください。

［アース線の簡易的な確認方法］
50cm以上

テスタ ーで電源コ ンセ ントの一方と大地アース線との間の電圧を測定し、 電源コ ンセ ント
の一方がゼロV、 一方が 100Vであることを確認する。両方ゼロVまたは、 両方 100Vの
ときは大地アースを接地し直してください。
〈注意〉テスタ ーの内部抵抗により誘導電圧が発生し、 電源コ ンセ ントの一方が 100V、 も
う一方が 70V未満の電圧を表示することがあります。 （テスタ ーのコ ードに1k0の抵抗
を付けると正確なゼロVが測定できます。）
ただし、 デジタルテスタ ー使用のときは、 数値が安定しないことがあるのでアナログ式テ
スタ ーの使用を推奨します。

〇水道管、 ガス管、電話線及び避雷針等に絶対にアースを接続しないでください。
爆発・感電の恐れがあります。（屋外でアース棒を使用する場合）

〇アース工事は必ずプラグを電源コンセントから抜いて行ってください。感電の恐れがあります。
〇アース工事・アース線の確認は、必ず電気工事士が行ってください。感電の恐れがあります。
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こ使用になる前に
3延長コ ードをご使用になる場合は、 右記仕様の1 延長コード太さ 1 延長コード使用可能長さ

コ ードをご使用ください。
右記より細いコ ードを使用されますと、 電圧降
下による故障異常発熱等が発生します。
できるだけ、太いコ ードをご使用ください。

4．スイッチは付いておりませんので、必要に応じ
て市販のスイッチをコ ンセ ントの先に取付けて
ください。その際は右記の定格以上のものをご
使用ください。

|＆注意 1 コ ンセ ント接続部は、 絶対に水に濡らさないようにしてください。

0.75mm2 20mまで

1.25mm2 40mまで

機種 スイッチ定格
FT-525·625 125V / 20A 

＆注意I漏電遮断器をスイッチの代わりとして使用しないでください故障の原因となります。

5．ポンプの移動の際は、 ハ ンドル部分を持ってください。
また、 設置をする時はロ ープなどをハ ンドルに結び付けて設置や引き
上げを行ってください。

△注意 1 電源コ ードや ホースを持って行うと、断線や ホース
抜けが発生します。

6．ポンプの設置は、水が一番集まりやすい場所に設置してください。
また設置する地盤が軟弱な時は、ポンプが沈下しないように
ポンプの底に木板やブロック等を敷いてください。

ポンプで

揚

水する水は90％以上の水分が必要です。
＆注意I細かい粒子のまじった土砂等の異物を多量に含んだ水を

揚

水すると故障の原因となります。
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こ使用になる前に

図保護装置（サーマルプロテクタ ー） について
ポンプ内部にはモ ータ ーの保護の為、 サー マルプロテクタ ーが内蔵されています。
何らかの原因で過負荷運転となり、 モ ータ ーの温度が上昇した場合、 自動的に停止しモ ータ
ーの保護をします。（自動停止後にモ ータ ー内の温度が下がれば、 自動復帰します。） このよ
うな状態が続いたまま運転を続けられますと、 故障の原因となりますので、 下記の点につい
て点検をお願いします。点検の際は必ず電源プラグを電源から抜いてください。

・ イ ンペラに異物が入ってロックしている。(P.13 「保守 ・ 点検」参照）
・ 電源電圧が低下している。
（取扱説明書に記載されている 以外の延長コ ードを使用したり容量の小さい発電機を
使用しますと電源電圧が低下します。P.7(3.) および P.8(9.) 「ご使用になる前に」参照）

・ 比重の大きい液体、 または粘度の高い液体を使用している。
•長時間の空気中運転（空運転） 。

戸ヘドロ状の液体には使用しないでください。ポンプの故障の原因になります。

国運転水位について

A：残7K水佑（目安）
B：最低起動水位（目安）

円―-525·625
2.5cm 
10cm 

※あくまで目安です。
使用環境などで変化することがあります。

A:残水水位（目安） …ポ ンプを使用した後に残る水位
B:最低起動水位（目安） …ポ ンプ使用時に必要な水位

＆注意 1 連続運転可能水佐はあくまで目安です。 水温 ・液質 ・ 比重により異なりますので、
ご注意ください。

＆注意I 水位が本体の1/3以下になると、ポンプの吸入力により、 水面に「渦」が発生し、
空気も同時に吸い込むことがあります。

，
 



こ使用になる前に

困ホースの取付方法

こノ

プ

；

）

�:�Jl,, し；二；，＼ント
カップ リング ↓ ／タケノコニップル
パッキン

①上記の順番で
各部品をポンプの吐 出口に
ねじ込みます。

②ホ ースにホ ースバ ンドを ③ホースを奥まで差し込み、
差し込み吐 出口の ホースバン ドを工具で
タ ケノコニップルに しっかりと締めつけてください。
差し込みます。

＆注意I
ホ ースの取り付けは製品付属の部品をご使用の上、確実に行ってください。
又、 取り付け順を誤ると水漏れの原因となります、ご注意ください。

固連続運転時のこ注意

ポンプには潤滑油（パラフィ ンオイル：食品やベビーオイルに使用されているオイル） が
使用されており、少しずつにじみ 出てきます。
定期的に水の入れ替えをするか、 常にあふれさせるよう（オーバ ーフロ — ※)に
してください。

※才ーバ ーフロ ー：
、 常に上水を

あふれさせる状態

10 



冒
―

非r,弔-
1 .  ポンプを水中に沈めてください。 ロープをもつ コードをもつ

電源コ ードや ホ ースをもって行うと、断線や ホ ース
抜けが発生します。ポンプのハ ンドルにロ ープな
どを結び付け、ゆっくりと水中に入れてください。
（本体

全

水没を推奨します。P.9「運転水位につい
て」参照。）

2. 水が一番溜まりやすく安定した場所へ垂直に設置してください。
泥土や砂地の場所でのご使用は、ポンプ下にブロックや木片を醤き
水底から離してください。

3. 吐 出 ホースの先端が水
に入らないようにしてく
ださい。
ポンプ停止時に、ホース
の先端が水面より高い位
臨の場合、サイフォ ンの
作用で水が逆流します。

→<／し2
ホースを水面から
出す

吐 出 ホ ースの先端が吐 出側の水中に入っている場合、ポンプ停止時に
△注意Iサイフォ ン現象により水が逆流します。

ポンプ停止時にはホースを必ず水面より抜いて高い位置に筐いてください。

心注意I
市販のシャワ ー ノズルなどもご使用になれますが、先端を完

全

に締め切るの
は5分 以内にしてください。

4. 電源プラグをコ ンセ ントに差し込んでください。

5.  ポンプ運転中は空運転させないように水位に注意してください。
水が 出なくなりましたら速やかにポンプを停止させてください。

＆注意

ウォ ータ ーハンマー現象にこ注意ください。
ポンプ運転中に吐 出 ホースを踏んだり、吐 出側のバルブを急激に締め切った
りすると、瞬間的に大きな圧力がポンプケース内にかかります。
これはウォ ータ ーハ ンマ ー現象と呼ばれ、ポンプ破損の原因となりますので、
こ注意ください。

X .. 巴
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保守•点検

固インペラの点検
ストレーナーやイ ンペラにゴミがつまると吐 出量の低下やポンプ寿命に悪影響を及ぼし
ますので、 時々、下記要領でポンプの点検を行ってください。
また、流動パラフィ ンの点検・交換を定期的に行ってください。

＆注意 1 ポンプ点検を行うときは必ずポンプを電源より外してから行ってください。

ナー

ジ

①ストレ ーナー底面の④ネジ3本を外し、
ストレ ーナーを外します。

インペラ

訊乞Y六角ナット

③イ ンペラを手で持ってシャフトに
付いている六角ナット(M6)を
外します。（ナットを外すと、 スプリ ング
ワッシャと平ワッシャが外れます。）

②ケーシ ング下部の④ネジ3本を外し、
ケーシ ングを外します。

流動パラフィン
交換用ネジ

注油口

メカボックス
（中にメカニカルシールが
入っています）

オイルシール

④イ ンペラを手前に引いて外してください。
（注意） メカボックスの中にはメカニカル

シ ールが入っています。
メカニカルシ ール（ダブルメカ）
は絶対に外さないで下さい。

ケーシ ング、 イ ンペラをきれいに水洗いしてください。イ ンペラを外したモ ータ ーのシャフ
ト付近の汚れも水洗いしてください組立の際は、 各パッキ ンやワッシャ ーなどを忘れず
に、分解と逆 の手順で組立を行ってください。

＆注意I上記 以外の分解は絶対に行わないでください。

企注意I部品に破損や磨耗がある場合は、必ず交換してください。

13 



冒紅叫年沖；；一

一ポンプが
回らない

ポンプが
運転中に
停止する

ポンプ性能の
低下

漏電遮断器が動く
（ブレ ー カ ー）

考えられる原因

電源が入っていない

電源は

電源コ ー ドの断線、
もしくは接触不良

電圧の低下

入って 1 漏電表示灯の点検

処置

電源を入れる

点検・修理

延長コ ー ドの確認

リ セ ッ トボ タ ンを押しても 点灯する
場合は販売店にて修理いる

異物混入による ストレーナ ー ・ケーシ ングを
イ ンペラのロッ ク 取り外し清掃(P.13参照）
メカニカルシール部分の摩擦
によるモー タ ー内への浸水

販売店にて点検・修理

安

全

装置が働いている 配管・ポンプを再点検し
（サ ー マルプロテク タ ー） 過負荷の除去

異物混入による ストレーナ ー ・ケーシ ングを
イ ンペラのロッ ク 取り外し清掃

水温の上昇

周波数 ・電圧が適切 でない

ホ ース内のつまり、
曲がりによる損失
ホ ース径が小さい、
ホ ースが長い
空気を吸い込んでいる

イ ンペラの磨耗

ポ ンプ内のつまり

吐 出

揚
程

が高い

電源コ ー ドに傷がある

延長コ ー ドの中継部分が
ぬれている
メカニカルシ ールが摩耗し、
モ ー タ ー内へ水が浸入

水温を下げる

銘板の値と電源が同じか確認

ホ ース内の洗浄、
曲がりを少なくする
ホ ース径を太く し、
長さを短く する

水位を上げる

イ ンペラの交換

ポ ンプ内の洗浄

揚
程

を下げる

販売店にて修理

乾燥させる

販売店にて点検・修理

＆注意I
ご自分で分解・修理は絶対にしないでください。
修理は販売店または最寄 りの弊社サービス工場へご依頼ください。
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響四―匹1111111パーツは製品お買い上げの販売店を通じご注文頂けます。部品番号、 部品名をご確認の上、
販売店にご依頼ください。
又、下記に記載のない部品も弊社ホームページよりパーツ表、 価格をご覧いただけます。

［ http:／/www.Koshin-ltd.co.iP ] 

部 品 部品コード 部 ロ
名ロロ

C) 0340953 ケーシングパッキン

◎00 
PA -002 異径ガyプリングクミ(25mmX15mm)【」AN:4971770-100022】

PA -003 異径ガyプリングクミ(25mmX20mm)【」AN:4971770-100039】

◎00 PA-007 
【JAN:4971770-341111】 同径ガyプリングクミ(25mmX25mm)

◎ PA-082 
【」A N:4971770-100558】 カップリングパッキンセット(25mm) :3枚入

940019022 ホースバ ンド(15mm用）

◎ 940019026 ホースバ ンド(20mm用）

940019032 ホースバ ンド(25mm用）

｀ 0340685 漏電保護プラグ
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